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r世 界 の 日本研 究 』 第3号 を 、 お届 け い た します 。 今 回 か ら予 告 通 り、

英 語 の 文章 が掲 載 され て い ます 。毎 回繰 り返 して い ます が 、 皆様 の投 稿

を 歓 迎 い た します 。 英 語 あ るい は 日本 語 で お願 い い た します 。 日本研 究

に関 係 す る情報 な ら、 な ん で も掲 載 します 。編 集 の仕 方 に つ い て の 注文

が あ りま した ら、 ご意 見 を くだ さい 。現 在 、 『世 界 の 日本 研 究 』 の メイ

リ ング ・リス トを 整 理 中 で す 。 送付 を希 望 され る方 は 、 お知 らせ くだ さ

い。 部 数 に 余 裕 が あ るか ぎ り、 お送 りい た します 。無 料 です 。

1.ク ラ イ ナ ー氏 の 「ヨー ロ ッパ 日本研 究 協 会 の設 立 の頃 」 は 、 同協 会

の20周 年 記 念 に ふ さわ しい読 み 物 に な りま した が 、 それ は偶 然 そ うな っ

た もの です 。 今 年 の冬 に大 阪 で開 催 され た シ ソポ ジ ウム の際 に 、 クライ

ナ ー氏 か ら立 ち話 で 「協 会 の設 立 に まつ わ る裏 話 や そ の 背 景 」 を 聞 き 、

後 ほ ど手 紙 で本 誌 に原 稿 執 筆 を依 頼 しπ もの で す 。 国際 交 流 基 金 の創 設

とそ の イ ソパ ク ト、 ヨ ー ロ ッパ の 日本 研 究 者 の対 応 、 コ ミzニ ケ ー シ ョ

ソの道 具 と して の英 語 な ど興 味 深 い 内容 に な って い ます 。

2.ア キ タ 氏 の文 章 は 、1989年 に 日文 研 の 共 同研 究 で発 表 して い た だ い

た もの で す 。 非常 に論 争 的 な 性格 の 内容 にな って い ます が 、反 論 歓 迎 い

た します 。 日本 とア メ リカの 貿易 摩 擦 に端 を す る知 的 コ ン フ リ ク トは 、

戦 後 の 日米 関 係 が 直 面 して い る最 初 の試 金 石 で あ る こ とは 間違 い な い と

こ ろで す 。

3.パ ン ツ ァー先 生 、活 字 に す るの が遅 くな って 申 し訳 あ りませ ん で し

た 。 こ の文 章 は 、1989年 の 日文 研 の シ ソポ ジ ウム の際 に開 催 され た 特 別

研 究 会 で発 表 され た もの で す が 、 内 容 の 要 約 が 英 文 に な りNichibunken

NewsletterNo.3に 掲 載 され 、そ れ へ の反 論 が ウ ィー ソ大 学 の リソ・・ル
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ト氏 よ りあ り、 そ れ も既 にNichibunkenNewsletterNo.4に 載 って い ま

す 。 この文 章 が 、 パ ソ ツ ァー 氏 が発 表 され た もの の全 文 で す 。

4.ソ 連 科 学 ア カデ ミー東 洋学 研 究 所 の3人 の 文 章 は 、1989年 の 秋 に 日

文 研 の 共 同 研 究 で 発表 され た もの です 。 当時 は 、 と い って も ま だ2年 も

た って い ませ ん が 、 ベ ル リンの壁 もあ りマ ル タ会 談 以 前 で も あ り、ペ レ

ス トロイ カ以 降 の ソ連 の 日本 研 究 は非 常 に 「ホ ッ ト」 な話 だ った ので す

が 》 これ も活 字 に す る時 期 を 失 した の か も しれ ませ ん 。編 集 担 当者 と し

て は 、深 く反 省 して い ます 。 研 究 会 に は 、1959年 に 東 洋学 研 究 所 に滞 在

した体 験 の あ る京 都 大 学 名 誉 教授 の 井上 清先 生 に 出席 して い ただ き ま し

た 。

1991年7月

園 田英 弘
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